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２つの単位分数への分解・３ 

   この問題は２つの単位分数への分解・１の続きです。 

 

 
１

２
，

１

３
のように分子が１の分数を単位分数といいます。

１

６
＝

１

１０
＋

１

１５
のように，単位分数を２つの異

なる単位分数の和に分解することを考えます。
１

１０
＋

１

１５
と

１

１５
＋

１

１０
のように順番を入れかえただけの

ものは同じ式とします。 

 

（１）
１

２０２３
を２つの異なる単位分数の和に分解する式に現れる単位分数のうち，

１

２１００
より大きい

ものをすべて答えなさい。 

 

 

 

 

（２）
１

２０２３
を２つの異なる単位分数の和に分解する式のうち，分母が３の倍数である単位分数が現れ

るものをすべて答えなさい。 
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２つの単位分数への分解・３ 

（１）
１

２０２４
，

１

２０３０
，

１

２０４０
，

１

２０７２
 

（２）
１

２０４０
＋

１

２４２７６０
，

１

２１４２
＋

１

３６４１４
，

１

２８５６
＋

１

６９３６
 

 

（１）（□，△）がどちらも２０２３の約数で，互いに素であるときに， 

  
□

２０２３×（□＋△）
＋

△

２０２３×（□＋△）
を約分すると，

１

２０２３
を２つの単位分数の和に分解

する式になります。単位分数への約分は， 

 
□

２０２３×（□＋△）
＝

１

２０２３×
□＋△

□

， 

 
△

２０２３×（□＋△）
＝

１

２０２３×
□＋△

△

，となるので，単位分数の分母は 

２０２３×
□＋△

□
と２０２３×

□＋△

△
です。 

   ２０２３を素因数分解すると，７×１７×１７で，２０２３の約数は 

１，７，１７，７×１７＝１１９，１７×１７＝２８９，２０２３の６個です。これらのうちで互いに

素である組は，（７，１），（１７，１），（１１９，１），（２８９，１），（２０２３，１），（１７，７），

（２８９，７）の７組です。それぞれの場合に，単位分数の分母が２０２３の何倍になるかをまとめる

と，次のようになります。 

   （７，１）…
８

７
，

８

１
            （１７，１）…

１８

１７
，

１８

１
    

（１１９，１）…
１２０

１１９
，

１２０

１
      （２８９，１）…

２９０

２８９
，

２９０

１
    

（２０２３，１）…
２０２４

２０２３
，

２０２４

１
   （１７，７）…

２４

１７
，

２４

７
    

（２８９，７）…
２９６

２８９
，

２９６

７
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以上のうちで２０２３との積が２１００以下であるものは， 

２０２３×
２０２４

２０２３
＝２０２４，  ２０２３×

２９０

２８９
＝２０３０， 

２０２３×
１２０

１１９
＝２０４０，   ２０２３×

２９６

２８９
＝２０７２，なので， 

  
１

２０２４
，

１

２０３０
，

１

２０４０
，

１

２０７２
が答えとなります。 

 

 

（２）２０２３自身は３の倍数ではないので，分子が３の倍数である以下の３つの場合に条件を満たします。 

 （１７，１）…
１８

１７
，

１８

１
   （１１９，１）…

１２０

１１９
，

１２０

１
   （１７，７）…

２４

１７
，

２４

７
  

 

  ２０２３×
１８

１７
＝２１４２，２０２３×

１８

１
＝３６４１４より，

１

２１４２
＋

１

３６４１４
 

  ２０２３×
１２０

１１９
＝２０４０，２０２３×

１２０

１
＝２４２７６０より，

１

２０４０
＋

１

２４２７６０
 

  ２０２３×
２４

１７
＝２８５６，２０２３×

２４

７
＝６９３６より，

１

２８５６
＋

１

６９３６
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